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要旨

大阪府立大学工業高等専門学校では，教育改善の一環として 2008年度よりティーチング ・ポートフォ

リオ作成ワークショップを定期的に開催し，作成者数は本校教員の 7割に達した.さらに， 2012年度から

職員の職能開発の一環として，スタッフ ・ポートフォリオ作成ワ}クショップを，ティーチング ・ポ}ト

フォリオ作成ワークショップ，アカデミック ・ポー トフォリオ作成ワークショップと同時に開催している.

本稿では， 2015年度に開催したスタッフ ・ポートフォリオ作成ワークショップの概要を説明した後，ワー

クショップ参加者の感想をメンティー ・メンタ一双方の立場から述べる.

キーワード:スタッフ ・ポートフォリオ，職員の職能開発， メンティー，メンター

1.はじめに

中教審答申「学士課程教育の構築に向けてJ(平成 20
年 12月24日)では，第3章 f2 大学職員の能力開発j

において， f大学経営をめぐる課題が高度化・複雑化する

中，職員の職能開発(スタッフ ・ディベロップメント，

SD)はますます重要となってきている.Jと指摘された.

また，平成23年度から高等専門学校機関別認証責刊面に

おいて， SDが昔刊匝項目のーっとなった.

大阪帝立大学工業高等専門学校(以下，本校と略す)

では， FDの一環として， 2008年度からティーチング・ポ

ートフォリォσP)の活動，2011年度からアカデミック ・

ポートフォリオ(AP)の活動に取り組んできたが[1]---[3]，

2012年度からは SDの一環として事務職員のポー トフォ

リオ(スタッフ ・ポートフォリオ，SP)にも取り組んで

いる[4].本稿では，2015年度に開催したSP作成ワーク

ショップの概要について記した後，第 4回のワークショ

ップに参加したメンティー ・メンターの感想を記す.な

お過去の SP作成ワークショップについては既報[4]，[5] 

を参照されたい.

2016年 8月 22日受理

*総合工学システム学科 一般科目

(D削 ofT民hnologiω1Systems : Liber百lArts)

神メカトロニクスコース (M∞hatronicsCourse) 

2 スタッフ・ポートフォリオとは

スタッフ ・ポー トフォ リオとは， f職員としての業績，

それらについての自己省察による記述，およびその具体

的な裏付け(エピデンス)の集合体Jと定義されている

[6]. 

SP作成ワークショップ (WS)は愛媛大学がS問Dフォー

ラム等において，平成21年頃から開催している.愛媛大

学のSPは，基本情報，糊霊，研修歴，免許 ・資格等，発

表等，職歴 ・業務内容 ・実績等，地域社会での活動等，

私の未来予想図(ビジョン，ゴーノレ)， 私というひと，今

年の記録の10項目について枠を埋めていく形式になって

いる.当初は半日から 1日のプログラムであったが，2016
年度から l泊2日で知値される予定である[7].

本校のSPはTPに準じているため，まったく白紙の状

態，すなわち，目次を定める事から始める. TPの基本構

造(責任，現合、，方法，成果， 目標)に沿った目次に収

まることが多いが，基本は自由である.また，目次で定

めた各項目に対する分量も指定はない.職員は教員と異

なり，短い時間に長い文章を書くことに慣れていないこ

とが多いため，本校ではA4用紙6枚以上を一つの目安と

した σPはA4用紙8.........10枚).また，TPに準じて，1人

のメンティーに対して， 1人のメンターをつけ， SPの完

成までサポー卜する.メンティーは， 3日間で4回にわた

るメンターとの個人メンタリングを交えながら， SPを作

成する.

大学コンソーシアム佐賀でも2012年度から職員合宿研
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修会として， SP作成IVSを期包してしもが，これは愛媛大 表2 SP作成wsのおもなスケジュール

学版SPと本校版 SPの中間に位置する.白紙の状態，す

なわち，目次を定める事から始める点，目次として，責

任，現念，方法 ・成果 ・改善，目標を最低含まなければ

ならない点は，本校版SPと似ていると言える.

しかし，分量がA4用紙 2""'4枚，および参加者が2人

l組となって互いにメンタリングを行うという点が本校

版SPと異なる.参加者が互いにメンタリングするという

ことは，自分のSPが位ヒがる前に，他人のメンターを務

めるということである.

料交WSの糊数は，最終日のプレゼンテーションを教員

と職員が合同で行う点にある.これによって，職員は教

員の思いを，教員は職員の思いをお互い共有することが

可能になり，お互いの関係構築すなわち籾殻協働に大き

く役立っている[8].また今回は諸般の事情でかなわなか

ったが， SPを作成した職員が，次の¥VSで他の職員のメン

ターを務める点も本校の鞘敷である.TPの場合も，自身

のTPを作成した教員に限って，他の教職員のメンターを

務めることができるが， TPを作成した時よりもより大き

な気づきが得られる.SPについても同様の効果が期待で

きる.

3. ワークショップの概要

2015年度に開催したSP作成WSの概要を表1に示す.

当初8月と 12月の 2回開催予定で、あったが， 8月の WS

は参加者がいなかったため中止となった.12月は，第15

回TP作成WSおよび第9回AP作成IVSと兼ねる形で本校

で開催した SPのメンティーは2名と少なかったが， TP 

メンティー7名， APメンティー4名 (SAP1
)1名， GS即2)1 

名を含む)，TPメンター6名， APメンター4名，SPメンタ

ー2名，合計25名と，比較的大きな規模のWSとなった.

SPについては，メンティーの数だ、けメンターを用意す

ることができたため， 1名のメンターが担当するメンティ

ーはl名と，メンターの負担を少なくすることができた.

おもなスケジュ~/レを表 2に示す.個人メンタリング

は3日間で4回とし，TPの提出は2晩とも午後 11時まで

に担当メンターとスーパーパイザー宛に電子メーノレで、提

出とした.

一方，メンターは個人メンタリングの前後にメンター

ミーティングを行い，メンタリングの進め方や状況，作

成中のSPの途中筋品と見通しなどを相談・報告し，スー

ノξーパイザーや他のメンターからの助言を得ながら進め

た.

第 1日 第2日 第3日

午

~ 
個人メンタリン 個人メンタリング

I'IIJ グ(2) (4) 

SP作成慨 SP作成慨
午 オリエンァーシ 個人メンタリン SP作成作喋
後 ョン グ(3) プレゼン準備

個人メンタリン SP作成作業 SPプレゼンテー
グ(1) ション
SP作成作業 修了式

夜 夕食会 夕食会 修了を祝う会
問 SP 作成{懐 SP作成作業

今回のメンターミーティングは， APと合同ですすい，ス

ーパーパイザーは東京大学の栗田佳代子氏にご担当し、た

だいた.

4.スタッフ ・ポートフオリオ作成の劃喋

4-1.メンティーとして

吉野絵美子 ティーチング ・ポートフォリオのワーク

ショップが実施されていることは以前から知っており，

前職において栗田准教授と同じ職場の事務として働いて

いた関係、で，プログラムを目にしたこともあった.三日

間，朝から晩までこんなに作業ができるものなのかと驚

きつつも，これは教員だけが対象で，事務職の私はポー

トフォリオやワークショップとは無縁だと当時は誠哉し

ていた.

王期識に着任して以降，様々な経験をする中で， 自分の

知識キコ経験，意識向上が足りないことを思い知った.そ

のような中で，スタッフ ・ポートフォリオの作成ワーク

ショップが開催されると聞いて，少しでも今後の業務に

役立てられればと思い，参加を思い立った.

私は文章を書くことが苦手であるため，参加前は不安

だ、ったが，ワーク、ンョップ中はメンターの先生の人柄も

あって，安心してポー トフォリオを書くことができた.

三日間，朝から晩まで集中して作業できるのかという不

安もあったが，主催の大阪府立高専の先生方が作業しや

すいようにと環境を整えてくださり，また，懇親の場も

設けられているなど，とても暖かい雰囲気の中で行われ

たワークショップだった.ポートフォリオ作成のために

参加したワークショップで、あったが，ワークショップの

環境整備やサポートは自分の現在の業務の一部でもある

ため，今回の運営自体も参考になった.

ポー トフォリオを書き進めていく中で，今までボンヤ

リと思っていたことを文章化するのは容易で、はなかった

が，この作業を通じて，私の核となる想いを開儲忍でき

たこれまでは，何となく業務にあたっていると思い込

んでいたが，きちんと自らの信念に基づいて行動してい

ることが確認できた.また， 目標を設定することで目指
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す方向が見え，達成のためにするべきことがわかった.

自分と向き合うことは多少痛みが伴ったが，現在は自信

を持って業務を行えるようになった.

教員の方々のポ}卜フォ リオに触れる機会があること

も，このワークショップに参加して良かったと感じる点

だ.話をきく機会がなければわからない，先生方の様々

な想いや誇りが感じられた籾殻協働の現場にいる自分

にとっては大変有意義な三日間だ、った.

この感想文のお話をいただいたときに，半年ぶりに読

み返してみた半年前なのに，こんなことを書いていた

のかと彩袖手な気持ちになることができた.そして，改め

て，目標達成のために行動していこうと思った.

今後，迷ったときやつまずいたときに，このポートフ

ォリオを読み返そうと思う.目標が達成されているかの

確認のためにも.

中里恵理奈 ティーチング ・ポー トフォリォ σP)っ

て何?最初は単なる興味本位だ、った.大阪苛立大学高専

の北野先生に初めてお会いした時から紹介され，東京大

学の栗田先生も研究されているとお伺いし，非常にため

になるものであることは十分察した.しかし，どのよう

なものであるかを深く知るためにはまず，自分自身でTP

を経験しなくてはと思い， 2015年 12月末にTPの職員版

であるスタッフ ・ポ}トフォリオ (sp)に挑戦した.

最初に苦戦したのは，目次づくりと自身の信念 ・現念

の設定だ、った.私自身が大切にしていると思っている考

えをざっと現念に書いてみたが，そのほとんどは方法だ

とメンターの北野先生から修正をいただいた.他の考え

方についても関連性や重要性を一緒に考えていただき，

f新しいものを生み出すためには，何もないところから

よりも今ある物事をうまく活かしていくほうが低コスト

かっ効率的Jという考えを自分の信念，視野，知識 ・ス

キノレ，夢・方向性をその信念、のベクトノレ要素と設定した.

それらの要素の背景とし，私自身の経験を「方法Jとし

て掘り起こしつつ肉付けしていくと，私自身がモヤモヤ

と考えていたことが一気に整理された.と同時に，私が

持っている思考がほぼすべて自身の経験に基づいている

ものだと知り，それらの経験の重要さに気付いた.

spは研究論文に似ている.研究論文には目的という軸

があり，それに向かっていくつもの調査や実験がなされ

る 一方で spは自身の理念または信念という軸があり，

そこにはさまざまな経験が裏付けされている.spの執筆

は研究論文作成と同様に自分の経験や現念に沿った結果

を証拠として残すことができ，自分の内側が f見える化J

できる.さらに，自分もしっかりとした理念を持ってい

るという f自信j につながり，将来への「方針j を定め

ることができる.

spの執謹にあたり，もっとも心9動、のはメンターの存

在だろう.自分のあらゆる意見や思考を否定せずに受け

止め，共有かつ監修いただ、ける人がいることは非常に大

きな安心感につながる.自分 1人で、あったら，ここまで

自分の意見や思考をまとめることがで、きなかった.私の

sp執筆時に何から何まで支援してくだ、さった相続生に

は，非常に1惑謝している.

大阪府立大学高専では SPを職員の職能開発(スタッ

フ・ディベロップメント， SO)の一環として活用してい

ることは後ほど知ったが，類似のポートフォリオは就職

およU糠用でも活用できるのではと思う.ポートフォリ

オを作成することで，いわゆる「自己分析」を行うこと

ができ，本当に合った自身の就職先を考える機会さらに

は自身の社会的責任を考える機会につながる.さらに，

人事の方々にとっても就活生の鞘敷や考え方，能力を判

断する材料として，ポー トフォリオはエントリーシート

よりも非常に効果的なのではと考えている.今後はメン

タ寸n'lからポー トフォリオについて知りつつ，その経験

をあらゆる環境で活かしていきたい.

4-2.メンターとして

霞谷安正 今回スタッフ ・ポー トフォリオのメンター

を担当させていただきました.メンティーさんの簡易プ

ロフィーノレを拝見し，年齢的に親と子ほど間航ているこ

とをまず懸念しました親が子供を諭すような関係で進

めるべきではないと十分理解しておりますので，どのよ

うな接し方をすべきかを悩んだところです.できるだけ

フレンドリーで安心してお話しできる立場で対応するこ

とを心がけてメンタリングまで準備しました.

メンティーさんとの最初のおはなしは，このワークシ

ョップに対する期待を話しました他の人から参加を強

制されたのではなく自ら望んで・参加されたとのことでし

た.メンティーさんがこのワークショップの中で，ポー

トフォリオを書くことで、何をつかみたいのか，自分とど

う向き合っていきたいのかを問わせていただ、きました.

仕事に対する考えキ教員とのかかわり，その中で自分の

思念は何なのか，なかなか見つからず，メンタリングも

過去や宋来を行き来してすすめていきましたメンタリ

ングの中で，教員とスタッフの関係について，非常に教

員を尊敬していただいているという面を感じるとともに，

逆にそのことが教員からの仕事をあたえられたものとし

てとらえておられるようでした.よく言われるように，

教員とスタッフは車の両輪として同じ道を進んでいるこ

と，また，車輪と異なり，それぞれの役割を分担しあっ

て仕事を進めていくことで学生教育がうまくいくことを

理解はしておられるのですが， 一歩も二歩も影のごとく

身を引し、て仕事をされているような印象をうけました
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しかし徐々にですが，最後には半歩ほど、のE閥佐に縮まっ

たのではないかと思います.3日間のメンタリングをさせ

ていただきましたが，メンティーさんの現念の一部なり

とも見つけられたのだろうか?メンターとして導くとい

うよりは共に泥、沼に入ってもがいていたようで，メンテ

ィーさんのお役にたてたのかはなはだ疑問な，今後も修

行を要するメンターでした.

北野健一 今回，企業に勤務されている方のメンター

をさせていただく機会を得た SPは大学 ・高専等の職員

の職能開発，およひ激職協働をにらんで始めたため，当

然ながらこれまでの参加者は大学 ・高専等の職員が主で

あった.SP作成略を始める前に， TPの長期コースとし

て企業の方がTPを書かれた事例はあったが，SPを企業の

方が書かれるのは初めてである.企業は大学 ・高専等と

異なり，産出哉の現念がしっかり固まっていることが多い

ため，個人の思念は，企業の現念の中に埋没するのでは

ないかと思われたただ，企業の理念の中であっても，

個人の理念はあるはずで，それを 3日間でメンティーと

一緒に見つけていく方針でWSに臨んだ.しかし，今回の

メンティーは籍を置いている企業の現念とあまり関係な

く，自分の理念を見つけ出すことができた

また，この方は高専卒業生らしく，自分の現念を達成

するための方法を， x y zの 3次元座標に，傾きα8γ

をもっベクトノレで表現した xは視野， yは知識・スキ

ノレ， zは夢 ・方向性，傾きはそチベーション，ベクトノレ

のスカラーは経験値である.これらは我々教員にも十分

通ずる指標である.

この方のSPを読むと， r高専Jにこだわり，r高等生」
が大好きということがひしひしと伝わってくる.メンタ

ーをさせていただくと必ず新たな学びがあるが，今回も

またメンティーからいろいろ教わった3日間で、あった.

5. おわりに

本稿は， 2015年度に開催した第4回スタッフ ・ポート

フォ リオ作成ワーク、ンョップの概要と， SP執筆者2名お

よびメンター2名の感想、を記した.全員が，さまざまな意

味でSPの移僅やメンターとしての活動が，自己の職能開

発にとって有益で、あったとの実感を得ている.

また，今回は始めて企業に勤務されている方が参加さ

れたこれは新たな方向性として， SP作成IVSが，企業研

修の一翼を担う可能性があることを意味する(事実， 2016

年8月には3名の企業人がSPを作成された). 

本校では第6回のSP作成IVSを2016年 12月26"'-'28日

に開催する予定である.本稿がこれからSPを作成する諸

氏の参考になれば幸いである.
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注

1) Structured Academic Portfolio (構造化アカデミッ

ク・ポー トフォリオ)の略

2) Graduate Student Academic Portfolio (大学院生版

アカデミック ・ポートフォリオ)の略
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